
契約・新規登録
について

(一般・愛用者登録)
(株)環境保全研究所



特定商取引法規制対象外のランク

一般（100％）

(※リアル講習会場での商品販売は訪

問販売取引規制あり)

01
愛用者登録（90％）

(※リアル講習会場での商品販売は訪

問販売取引規制あり)

02



特徴

✔ 愛用のみ。小売販売不可。

✔ 愛用者だが特商法対象外。

✔ 登録後におけるクーリングオフの適用なし。

✔ 法廷書面を郵送で送る必要なし。

✔ 承認後の報告はメールまたはショートメッセージのみ。



新規登録の具体的な手順

①講習会（リアル・Web）やサロンでの施術後にお客様へご案内。
→ここでは契約書を印刷して渡さなくてもOK

②内容に承諾されたら「メールアドレス」と「携帯電話番号」を伺う。

③Web契約招待ができる「全国販社」または「事業部本体」に以下を伝達。

・上位店（紹介者）
・メールアドレスと携帯電話番号

④「全国販社」「事業部本体」は業務代行クラウドシステムから、メールアドレスまた
はショートメッセージ宛に招待メールを送る。

⑤お客様はWebで契約書を確認し、個人情報をご自身で入力して申し込む。

⑥契約番号生成→契約書PDF生成→環境保全が承認→完了報告を「ご本人」
「上位店」「招待者」「全国販社」へメールでお送りします。



契約締結の流れ

契約者
事業部本体

Web契約招待

メール or SMS

Web上で契約書
を確認する

個人情報の登録、パス
ワードの登録をご自身で
行う

環境保全

承認

全国販社



ではなぜ特商法対象外（クーリングオフ適用外）なのか

公衆の場（不特定多数の人が出入りする場）ではない、ホテルや公民館
等の一室で行われる講習会（サロンでの体験会も含む）を通じて、その
場でリクルートが行われた場合、これらは特商法の「訪問販売」に該当。

もし特商法の対象となるとしたら→訪問販売

✔ リアル講習会場に展示された商品を、その場で販売（断ることができな

い状況となる可能性）するわけではなく、あくまでも、Web契約を通

じて顧客自身の自発的な申込に基づき、商品販売をしている。

✔ 契約金等のしばりなく、いつ買っても良い状態である。

＋

訪問販売の定義



訪問販売の規制対象となる場合

リアル講習会場での商品販売

✔ 不特定多数の人が出入りして商品を購入できる固定店舗ではない

（公衆の場ではない）。

✔ 少なくとも、いつ買っても良い状態になるためには登録が必要。

展示された商品の購入を断れない可能性もある。

現地販売用訪販書類を利用する必要あり



イメージ 赤字必須 赤字必須



昨今では、Zoom等によるWebミーティング経由でのリク
ルートも行われているかと思いますが、その場で契約や商品
購入を促して、その場でクロージングが行われるようなこと
があれば、特商法の「電話勧誘販売」には該当しますので、
そのような目的で開催されることがある場合、販売目的であ
る旨をオープニングトークで謳い、クーリングオフの記載等
をエンドロールで明記する等、諸々の対応が必要となってま
いりますので、ご注意ください。

補足



契約書および現地販売用書類のダウンロード

https://www.kankyo-hozen.co.jp/contract

最新版を上記URLにご用意しておりますのでご活用ください。

https://www.kankyo-hozen.co.jp/contract

